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以上述べたことの要点は、私たちにはこのような大祭司がいて、天で大いなる方の王座

の右の座に着き、人間ではなく主がお建てになった聖所と真の幕屋で、仕えておられると

いうことです。すべて大祭司は、供え物といけにえを献げるために、任命されています。

従って、この方も何か献げる物を持っていなければなりません。もし、この方が地上にお

られるとすれば、祭司ではありえないでしょう。律法に従って供え物を献げる人たちがい

るからです。彼らは、天にあるものの雛型と影に仕えている者にすぎません。そのことは、

モーセが幕屋を建てようとしたときに、お告げを受けたとおりです。神は、「山で示され

た型どおりに、注意してすべてのものを作りなさい」と言われたのです。しかし今、私た

ちの大祭司は、はるかに優れた務めを得ておられます。この方は、さらにまさった約束に

基づいて制定された、さらにまさった契約の仲介者だからです。（ヘブライ 8:1 ～ 6 ） 

 

著者は、「以上述べていることの要点は、私たちにはこのような大祭司がいて、天で大

いなる方の王座の右の座に着き、人間ではなく主がお建てになった聖所と真の幕屋で、仕

えておられるということです」と書いている。主イエスは、神の王座の右に座し、人間の

罪を贖い、神に執り成す大祭司として、人間が建てたのではなく、主イエスが建てた聖所、

真の幕屋で仕えておられる。大祭司は、罪を贖うために供え物といけにえを献げる務めに

任命されている。その務めはレビ記16章に克明に書かれている。大祭司は、自分の罪の贖

罪のために雄牛を屠って血を取り、指で贖いの座の東側と贖いの座の正面に 7 度振りかけ

る。次に民の罪の贖罪のために雄山羊を屠って血を取り、雄牛の血の場合と同じように振

りかける。その間、香草を両手いっぱいに携えて入り、香炉に炭火を満たし、香草をくべ、

契約の箱の前で雲のように香の煙を漂わせる。死を免れるためである。エルサレム神殿の

溝にはいけにえに献げられた膨大な動物の血が流れていたという。モーセの時代の幕屋も、

エルサレム神殿も、血の臭いでむせ返っていたのではないか。「何事のおはしますかは知

らねども かたじけなさに涙こぼるる」の歌は、西行が伊勢神宮に行った時に詠んだと言

われている。誰が祀られているかは知らないが、その静謐な佇まいに、ただ、面目なくて

涙がこぼれるという。日本の神社の静寂さと清潔さとに感じ入った歌ではないか。血の臭

いがむせ返るイスラエルの幕屋、神殿とはまるで違う。命の血をもってしか解決できない

イスラエル人の宗教性が現れ、彼らの粘り強さ、しつこさを強烈に感じる。主イエスも地

上におられるのであれば、律法に従って供え物を献げる祭司たちのように、献げ物を携え

ていないと、祭司とは言えない。しかし、主イエスは、いけにえの動物の血ではなく、ご

自分の体を十字架に献げられた。祭司たちの神殿での贖いの儀式は天にあるものの雛型で

あり、影に仕えていたのである。モーセが幕屋を建てようとした時、神からお告げを受け、

「山で示された型どおりに、注意してすべてのものを作りなさい」と言われた。型を示さ

れて幕屋を造り、贖いの祭儀を行っていたのであるが、私たちの大祭司イエスは、そのよ

うな天の雛型や影でない、真の幕屋で仕え、はるかに優れた務めを果たしておられる。神

のさらに優った約束に基づいて制定された、さらに優った契約の仲介者になられたのであ

る。私たちは、この仲保者によって罪が贖われる救いを与えられている。 

著者は、主イエスは、地上の祭司が司る祭儀よりはるかに優れた務めをなさる、契約の

仲介者、大祭司であると語り、この方から与えられる神に近づく救いを告げている。 


